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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にII
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての胃

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民迩章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまで
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま了
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまZ
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで諾しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒27D－11我孫子市我孫子1BSBa0471(B5)1111
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▼表1市役所市民課･支所°行政連絡所等の業務案内

暮らしの節目には

忘れずに届け出を

所在地。電話受付時間取扱業務窓口 U

1転入・転居・転出等、異動に14
ぅ各煎届け出

2出生・州姻等、戸撚関係諸届
3印鑑登録
4外国人登録

5国保・年金の壷格得喪の受付

6妊娠届（母子他脹手帳の交付）
7し尿のくみ取り申耐

8自動車の臨時巡行称可の受付

〔平日〕
午前8時30分から
午後5時まで

届

市
役
所
市
民
課

け 正午から1時まで

は転入届直後の印
鑑登録と住民票の

写しの交付及び外
国人登録の受付は
行いません

1担
山

我孫子1858
壷(85)1111

1住民票の写し、戸燃の膿･抄本

印鑑登録証明盤の交付
2年金現況確腿証明

転
居
、
結
婚
、
出
生
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
節
目
に
は
、

市
役
所
へ
の
届
け
出
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
号

（
１
）
．
（
２
）
面
で
は
、
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
、
市
民
課
へ
の

届
け
出
・
手
続
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
届
け
出
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
市
民
課
Ⅱ

証
明 基本台峻の閲髄は平日

午前9時から正午と午
後1時から4時30分ま
でそ

の
他

挫本台帳の閲魔

1転入・転居・転出等、異動に伴

う各種届け出

2出生・蟠姻等、戸籍関係錯届
3印鑑登録

4国保・年金の溌絡得喪の受付

5妊娠届（母子健砿手帳の交付）
6し尿のくみ取り申柵

7原動機付自転車・小型特殊自動
車のナンバー交付および廃車

〔平日〕
午前8時:30分から

正午まで

午後1時から

午後5時まで

燕4月から､つく

☆つくし野支所

つくし野3の22の2

a(84)8801

☆湖北支所

111里81の3
S(88)2111

☆湖北台支所

湖北台3のlの1

"(88)0828

☆布佐支所（布佐駅1
階）
布佐2730の1
冠(89)2358

届

支 け

燕4月から､つくし野・

湖北台支所では、昼休
みにも'藍付を行います。

出

所
l住民票の写し、戸轄の勝･抄本
印鑑登録証明番の交付

2年金現況確認証明
3税証明

証
明｜

ー

届
け
出

〔平日〕
午前8時30分から
正午まで

午後1時から
午後5時まで

1妊娠届（母子健康手帳の交付）
2し尿のくみ取I)申〃I

☆我孫子駅前行政連絡

所(都市改造課1階）
本町3の5の3
a(81)1292

☆天王台行政連絡所
天王台1の1の3

壷(81)1293

行
政
連
絡
所

新
し
く
我
孫
子
市
に
引
っ
越
し

て
く
る
場
合
や
、
他
市
町
村
へ
引

っ
越
す
場
合
な
ど
、
住
所
の
移
動

が
あ
る
と
き
に
は
、
市
町
村
役
場

に
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

万
一
、
届
け
出
を
怠
る
と
、
我

孫
子
市
民
と
し
て
の
権
利
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
申
請
や

選
挙
権
の
行
使
な
ど
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
や
出
生
、
死
亡
な

ど
は
、
戸
籍
の
届
け
出
を
し
な
い

限
り
、
法
律
上
の
身
分
関
係
を
確

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
市
で
は
、
市
民
課
お
よ
び

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
で
、
各
種

転
居
な
ど
の
際
は

届
け
出
を
忘
れ
ず

t

1住民票の写し、戸繍の脈･抄本

印鐙登錨那明勝の交付
2年金現況確腿碓明
3税証明

証
明

●

|設置場所|利用時間’ 休止日設置場所 利用時間

’
9：00～

17：00

市役所本庁

IE而玄関内
況側、振祷休日、年末年飴l住民票の写しの

交付

2印鑑登録証明黙

の交付

鯵灘’

自
動
発
行
機

9：()0～

17：00

’

口
届
け
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

窓
口
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
い
業
務

や
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
（
表
１
参
照
）

戸
籍
の
膳
・
抄
本
等
は
、
峻
写

証
明
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

住
民
票
の
写
し
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
居
住
関
係
を
、
ま
た
戸
織
の

騰
・
抄
本
は
身
分
関
係
を
公
に
証

明
す
る
も
の
で
あ
り
、
唯
一
公
証

証 月暇日、祝日、振緋休ロ、年末年始
※月11M日が祝日等の場合は翌日も体』

湖北地区

公民館 正
し
い
届
け
出
は
皆
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
権
利
を
守
り
ま
す

10：00～

19F00
市民プラザ 木11M｢1、祝日、振枠休日、年末年始

明

月IIMII:1、第1水IIMH、祝日、振替休日、
年末年始、蔵悲点検期間

※月珊円・第1水珊日が祝[I等の場合
は翌日も休止

図洪鯨
布佐分節

9：30～

17：0(）

に I
▼表2住民登録※届け出＝本人または世帯主 の

手
段
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
講
求
で
き

る
公
開
の
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
制
度
を
悪
用
し
た

嘔
送
に
よ
り
支
所
・
行
政
連
絡
所

で
も
即
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
趣
税
証
明
は
支
所
・
行
政

連
絡
所
で
の
即
口
交
付
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
に
な
る
際
に
睦
余
裕
を

持
っ
て
届
け
出
や
申
諦
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課
垂
（
蓮

１
１
１
１
内
線
３
１
７

｜

期間・諸注意添付書類・持参するものこんなとき 種類

＊印鑑（認め印）

＊転出証明番
＊年金手帳（加入者）
＊基礎年金番号通知醤

＊健康保険証

|博識鰻駿鷲蕊加入l
＊在学証明譜

|溌繍洲懲蔑｜
※老人医療受給寅格者は、健康保険制

|を持参

他市町村から
我孫子市に

引っ越してきた

とき

＊実際に住み始めた日力
ら14日以内

転入届

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
不
当

に
膳
・
抄
本
を
取
り
寄
せ
出
生
の

秘
密
を
暴
い
た
り
、
差
別
や
社
会

不
安
が
発
生
し
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
市

民
の
許
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
正
し

い
交
付
申
諦
が
望
ま
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
謎
す
る
た

め
に
、
次
に
記
載
す
る
①
と
②
以

外
の
方
が
住
民
票
の
写
し
、
戸
轆

の
鵬
抄
本
の
交
付
を
申
識
す
る

場
合
に
は
、
具
体
的
な
諦
求
理
由
、

委
任
状
、
ま
た
は
代
理
人
選
任
届

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
住
民
票
の
写
し
の
申
請
…
本
人
、

本
人
と
同
一
世
帯
の
方

②
戸
籍
の
謄
・
抄
本
の
申
請
…
本

人
、
配
偶
者
、
父
・
母
・
子
な
ど

の
直
系
尊
属
・
卑
属
“

な
お
、
住
民
票
、
戸
籍
の
臆
・

抄
本
が
個
人
の
プ
ラ
イ
パ
《
〉
Ｉ
侵

害
や
、
差
別
的
行
為
に
使
用
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
識

求
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

＊実際に住み始める日の

2週間前から

※郵便局に転居届を出し
ておくと、1年間新し
い住所に郵便物が転送
されます

＊印鑑（認め印）

＊印鑑登録証（葦録者）
＊国民健康保険証（加入者）
＊健康手帳および老人医療受給者薊l

（70歳以上の方）

我孫子市から

他市町村に
引っ越すとき

転出届

皆
さ
ん
の
居
住
や
身
分
関
係
に

変
動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
届
け

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
に
は
、
転
入
届
、
転
居

届
、
転
出
届
な
ど
が
あ
り
、
居
住

の
記
録
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

居
住
の
記
録
は
、
納
税
等
の
義

務
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
選
挙

権
の
登
録
、
児
童
手
当
の
支
給
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
等
し
く
受
け
る
権
利
の
基

本
に
な
り
ま
す
。

戸
締
に
よ
る
身
分
関
係
の
届
け

出
も
同
様
に
、
相
続
権
等
を
確
立

す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
確
立
す
る
た

め
に
は
正
確
な
届
け
出
が
必
要
で

す
の
で
変
動
が
生
じ
た
場
合
は

正
し
い
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
次
ぺ
Ｉ
ジ
に
続
く
〉

届
け
出
と
権
利

＊印鑑（認め印）

＊年金手帳（加入者）

＊韮礎年金番号通知書
＊国民健康保険証（加入者）
*健康手帳および老人医療受給者訂

（70歳以上の方）

＊実際に住み始めた日か
ら14日以内

※郵便局に転居届を出し
ておくと、1年間新し
い住所に郵便物が転送
されます

我孫子市内で

住所を変えたと
き

転居届

１
１
Ⅱ
■
８
０
日
冒
仔 ’ |*欝吏した日から'蝸以

＊印鑑（認め印）
＊国民健康保険証（加入者）

｡世帯員 世帯

変更届

’

島 共存すか人と る ま ち 。
■
１
１



一
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一
一
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戸’
＃

『

’

詞

転
籍
届

意
’

’

億壱の
他
の
申
弱

’
ロ

’’『

|i
卜

’

’
凸

■■■

種類

出
生

届

｜
婚
姻
届

届け出場所（市区町村役場）

＊届け出人の本籍地、所在地

＊出生地

＊夫または妻の本籍地、所在地

持参するもの

*届け出人の認め印

*母子健康手帳

＊国民健康保険証（父、母が加入しているとき）

*戸籍抄本または勝本1通（届け出地が本籍地以外の

人）

*届け出人（夫・妻）の認め印（旧姓のもの）

*未成年者の場合、実父母の同意書

届け出期間等の諸注意

*届け出は、生まれた日から14日以内に。

*届け書に付いている出生証明書に医師等の証明を受けてください。

*届け出人となる人は、①父または母②法定代理人③同居者④医師⑤肋

産婦⑥その他の立会者⑦公設所の長の順です。

*届け出は、夫および妻になる人双方です。
*土・日11,日または祝日に届け出される人は、事前に市民課で内容審査

を受けてください。書類に不備があると、後日来庁していただくこと

があります。

＊夫婦の本籍地または所在地

＊離婚後の復籍地または新本籍地

*死亡した人の本籍地、所在地

＊死亡地

*届け出人の本籍地、所在地

*新本籍地

*現本籍地

*届け出人の所在地

*戸籍謄本1通（夫婦の現本籍地に届け出をするとき

は不要）

*届け出人の認め印（夫、妻各1本）
＊国民健康保険証、年金手帳

*届け出人の認め印

*死亡した人の印鑑登録証(登録者のみ）

*国民健康保険証

*老人医療受給者証

*年金手帳

*戸籍謄本1通（届け出地に限らず必要となります）

*届け出人の認め印

*婚姻中に称していた氏を離婚後も称する場合は、別の届け出（戸籍法

第77条の2）も必要になります。（同時か離婚日から3か月以内に）

*届け出人は①協議離婚→夫婦双方②裁判離婚→申し立て人（成立また

は確定の日から10日以内に届け出）

*届け普に付いている死亡診断書に医師等の証明を受けてください。

*届け出は死亡した日から7日以内に。

*届け出人は①同居の親族②同居していない親族③同居者④家主⑤地主

⑥家屋管理人⑦土地管理人⑧公設所の長の順です。

*届け出人は戸籍筆頭者およびその配偶者双方で、各署名押印が必要で

す。

*新本籍の表示は土地の地番または住居表示の街区符号のどちらでも表

示ができ、住所の表示と一致しないことがあります。

｜’

〔母子健康手帳〕
帳の交付を受けて下さい。

妊娠した人は、妊娠届

けを出して母子健康手

妊娠届け書記入事項…病院の所在地・医師名・妊

娠週数．分娩予定日を記入

諸 注

住
民
票
の
写
し

国
保
に
入
る
場
合
国
保
を
や
め
る
場
合

〔国保年金課給付係および各支所で受付〕
ｆ
‐
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
１
０
ｆ
ｔ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ｌ

ｄ

1転入してきたとき…印鑑

2職場の健康保険をぬけたとき…印鑑・健康保険の離脱証明書

ロ

3子どもが生まれたとき…印鑑・国民健康保険証・母子健康手帳。

預金通帳

4生活保護を受けなくなったとき…印鑑・生活保謹廃止決定通知書

国
民

1転 出す ると き･･･印鑑・国民健康保険証｜金

2職場の健康保険に入ったとき…印鑑・国民健康保険証と職場の健

康保険証または盗格証明書

3死亡したとき…印鑑･国民健康保険証･葬祭を行った方の預金通帳

4生活保護を受けるようになったとき…印鑑。国民健康保険証・生

(※届け出は14日以内に）

活保謹開始決定通知書

金

必要な住民票と窓

口に来る人の関係

本人、同一世帯の人

代 理人

その他の人

(手数料）住民票の写し…･1通200円（全員、一部）

必要なもの・注意事項

窓口に来る人の印鑑

代理人の印鑑・委任状または代理人選任届

印鑑・請求理由の明示

※請求理由が不当な目的によることが明らかな

ときは住民票の写しの交付は受けられません

〔し尿くみ取り〕
転入・転居の異動時に〈

み取り式の|､イレを使用

する人は、し尿くみ取りの申し込み手続きを。

転出・転居等でくみ取りトイレを使用しなくなる場

合は､直接､生活環境課云(88)2547へご連絡ください。

戸
籍
の
謄
・
抄
本

必要な戸籍と窓

口 に 来 る 人 の関係

本人、父母、子など

代理人

その他の人

(手数料）勝・抄本…1通450円

<注意＞我孫子市に本籍がある人に限り勝・抄本の発行は可能

〔国保年金課年金係および各支所で受付〕
l転入・転居に伴う住所変更…印鑑・年金手1帳・基礎年金番号通知書

2婚姻・離婚等による氏名変更…印鑑・年金手1帳・基礎年金番号通知書

3会社をやめたとき･･･印鑑・年金手帳・退職証明響または離職票・基礎年

金番号通知書

4会社等に就職したとき…印鑑・年金手帳・lI剛場の健康保険証・基礎年金

520歳になったとき…印鑑

番号通知書

6転出するとき…転出先市町村役場へ

〔国保年金課年金係のみ受付〕
'第3号被保険者該当届…事業主等の証明を受けた第3号被保険者該当届

’
※鋪3号該当巻とは、厚
生年金や共済組合などに

加入している夫に扶謎さ
れている我 I

書・印鑑・年金手1帳・基礎年金番号通知書・職

場の健康保険証（退賊により夫の狭義になる人

は退職証明書も必要）

2年金受給申請…窓口に来る前に電話してください。

3免除申請･･印鑑・年金手I限・基礎年金番号通知書・学生証（学生のみ）

(市外居住者は居住地が確認できる書類）

〔
原動樹寸自転車及び小型
特殊自動車の標識交付〕

雌入方法により添付

書類が異なI)ます

＝課税課＝

*販売店から購入…販売証明書（販売店で発行）．

印鑑

＊個人間の売買……談渡証明書・旧ナンバーの廃車

申告書控え

必要なもの・注意事項

窓口に来る人の印鑑

代理人の印鑑・委任状または代理人選任届

印鑑・請求理由のiﾘ1示

※請求理由が不当な目的によることが明らかな

ときは戸籍の鵬・抄本の交付は受けられません

ド
本人が申請する場合に必要なもの

1．旧印鑑登録証（プラスチックカード）

2．暗証番号を登録する場合は、右「本人確認欄」を参照して〈ださ
い。

3．認め印

代理人が申請する場合に必要なもの

1．旧印鑑登録証（プラスチックカード）
2．代理人の認め印

※暗証番号の登録は、本人以外できません。

本
人 本人確認の

確答書を持参し
認ただし、次

緬ます。

馨鑑Ⅲ宮公響がポートを

鬘登，係証人蕊
録録る人の実
一

ため、登録申請受け付け後に照会書を郵送し、回

ていただいた時点で、登録することになります。

のうち、どれか一つがあれば、その場で登録でき

発行した本人の写真付きの免許証、許可証（パス

含む)、身分証明書、外国人登録証明書

録（登録申請書の襲面に、当市に印鑑登録してい

印と、カード番号を記入する）

※自動発行機の利用ができない場合があります

氏名、現住所､前住所等の文字数が規定より多い場合、当分の
間､暗証番号の登録ができず、自動発行機を利用できない場合

があります。

※自動発行機の利用ができない場合があります

氏名、現住所､前住所等の文字数が規定より多い場合、当分の

間､暗証番号の登録ができず、自動発行機を利用できない場合

があります。
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任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
知
事

選
挙
は
、
２
月
”
日
（
木
）
に
告
示

き
れ
、
３
月
照
日
（
日
）
が
投
票
予

定
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
棄
権
せ
ず
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

〔
投
票
で
き
る
人
〕

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子

市
選
挙
人
名
簿
」
に
登
戦
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

①
昭
和
錘
年
３
月
”
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

②
平
成
８
年
、
月
率
日
ま
で
に
我

孫
子
市
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

族のふれあい°健康で楽しい生活を過ごすために一一一像第
旧
回

″
千
葉
県
知
事
選
挙
“
は
３
月

陥
日
八
日
ｖ
が
投
票
予
定
日
で
す

健康まつり
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

錦
追
回
「
健
康
ま
つ
り
」
が
、

２
月
塞
日
（
日
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
附
雌
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
「
家

族
の
ふ
れ
あ
い
．
健
康
で
楽
し
い

生
活
を
過
ご
す
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
健
康
に
関
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
〃
健
康
づ
く
り
〃
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
も
の
で
す
。

当
日
は
、
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク

い
な
い
方

〔
不
在
者
投
票
は
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
〕

投
票
日
当
日
に
自
分
の
投
票
区

の
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る
方

病
人
の
看
謹
、
や
む
を
得
な
い
用

事
等
で
市
外
に
旅
行
予
定
の
方
、

病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に
入
院

す
る
方
に
限
り
、
投
票
用
紙
の
摘

求
兼
宣
醤
瞥
（
不
在
者
投
票
所
で

自
誕
記
入
を
要
す
）
を
提
出
し
、

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。た

だ
し
、
不
在
者
投
票
所
に
は

立
候
補
者
名
が
表
示
き
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
き
い
・

▼
期
間
２
月
”
日
（
木
）
か
ら
３

《

栄
養
相
談
な
ど
、
各
睡
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
・
友
だ

ち
同
士
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

◎
内
科
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午

◎
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
の
健
康
相

談▼
時
間
＊
午
前
の
部
…
午
前
、

時
か
ら
正
午
＊
午
後
の
部
…
午

後
１
時
か
ら
３
時

◎
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の
相
談

薬
の
コ
ー
ナ
ー
。
：
正
し
い
薬
の

飲
み
方
ほ
か

◎
在
宅
ケ
ア
の
相
談

介
謹
用
品
（
補
聴
器
）
な
ど
の

展
示
を
は
じ
め
、
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
の
紹
介

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄
養
指
導
・
健
康
体
操
等
を
は

じ
め
各
種
催
し
の
コ
ー
ナ
ー

◎
犬
の
苦
情
相
談
コ
ー
ナ
ー

◎
講
演
会

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

（
大
会
議
室
）

▼ 不 在者投票所 月
晦
日
（
土
）
ま
で

▼
時
間
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
土
・
日
蝿
日
と
も
）

▼
場
所
市
民
会
館
南
側
、
選
挙

管
理
委
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室

（
左
図
参
照
）

▼
持
参
す
る
も
の
認
印
、
投
票

＊
第
１
部
：
。
①
我
孫
子
市
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
紹
介
②
「
痴

膣
い
か
い

呆
性
老
人
が
俳
個
し
た
と
き
の
接

し
方
」
・
お
話
と
寸
劇

▼
時
間
午
前
ｎ
時
か
ら
正
午

＊
第
２
部
・
・
・
「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
」

や
つ
み
つ
必

▼
講
師
谷
津
三
雄
（
日
本
大
学

総
合
科
学
研
究
所
教
授
）

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時囮
受
講
料
無
料

圏
定
員
１
５
０
名
（
先
潜
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

所
整
理
券
（
届
い
て
い
る
方
）

※
投
票
日
当
日
、
開
票
会
場
と
な

る
市
民
体
育
館
は
全
面
休
館
（
野

球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
含
む
）
。

▼
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線

３
４
６

乳幼児の

医療費を扶助丁
二
垂O

水の館

’
母
子
・
父
子
家
庭
お
よ
び
両
親

の
監
迩
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
お
子
さ
ん
を
韮
青
し
て
い
る
方

で
、
そ
の
お
子
さ
ん
が
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
に
入
学

す
る
場
合
、
ま
た
は
中
学
校
を
卒

業
し
て
枕
職
す
る
場
合
に
祝
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申

嫡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
祝
金
の
額
…
対
象
児
１
名
に
つ

き
８
０
０
０
円

▼
対
象
児
の
生
年
月
日

＊
小
学
校
入
学
：
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日

＊
中
学
校
入
学
…
昭
和
弱
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
帥
年
４
月
１
日

＊
高
等
学
校
入
学
ま
た
は
就
職
：
．

市
で
住
乳
幼
児
の
疾
病
に
か

か
っ
た
医
療
澱
を
扶
助
し
て
い
ま

す
の
で
申
術
し
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
所
得
税
の
額
な
ど
に
よ

り
扶
助
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＊
０
歳
児
の
入
院
・
通

院
に
関
す
る
医
療
饗
＊
１
歳
か

ら
小
学
校
枕
学
前
の
幼
児
が
継
続

＃
第9回花壇設計コシ

クール･第11回花壇

コシクール作品募集

■

－
こ一一一

◎
第
９
回
花
鐘
設
計
コ
ン
ク
Ｉ
ル

▼
設
計
対
象
手
鏡
沼
公
園
内
花

鯉
（
縦
５
ｍ
、
横
加
里
で
、
春

か
ら
夏
に
楽
し
め
る
草
花
（
使
用

す
る
草
花
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
応
募
方
法
草
花
の
名
称
、
色
、

灘
等
識
蕊
鑪
溌
瓢

◎
第
ｎ
回
花
鐘
コ
ン
ク
ー
ル

▼
資
格
市
内
在
住
の
個
人
ま
た

は
団
体
（
学
校
・
自
治
会
等
）

昭
和
弱
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
師

年
４
月
１
日

た
だ
し
、
平
成
９
年
３
月
１
日

現
在
、
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
で

今
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

等
に
入
学
す
る
方
ま
た
は
、
今
年

３
月
末
日
ま
で
に
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
中
学
校
を
卒
業
し
、
今
年

４
月
に
就
轍
す
る
方

▼
受
給
資
格
者

①
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
入
学
ま

た
は
統
職
予
定
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
母
ま
た
は
父

②
入
学
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し

て
就
職
予
定
の
お
子
ざ
ん
を
母
ま

し
て
７
日
以
上
入
院
し
た
場
合

の
医
療
費

▽
寳
格
市
内
に
住
所
を
有
し

保
謹
者
が
医
療
保
険
各
法
に
定

め
る
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
誰

者
で
あ
る
方

▼
申
請
期
間
医
療
没
を
支
払

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
盆
（
諏
）
１
１
３
１

▼
対
象
花
壇
平
成
８
年
度
中

に
市
内
で
作
成
し
た
も
の
で
、

総
面
砿
５
．
ｍ
以
上
の
花
遡
（
プ

ラ
ン
タ
ー
な
ど
）

▼
応
募
方
法
模
造
紙
に
花
埴

や
作
成
状
況
が
わ
か
る
写
真
を

貼
り
、
説
明
文
も
添
付
の
こ
と

画
応
募
期
間
。
問
い
合
わ
せ

２
月
空
日
（
金
）
ま
で
に
我
孫
子

１
８
５
８
公
園
緑
地
課
緑
化
推

進
係
霊
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５

４
５
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

た
は
父
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
方

▼
申
請
方
法
申
諭
書
〈
児
童
保

育
課
に
用
意
）
に
必
要
率
項
を
明

記
し
、
印
鑑
、
受
給
資
格
者
の
銀

行
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
預
金
口

座
番
号
を
用
意
の
う
え
、
３
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
保
育
課
に
母
子
家
庭
の
登

録
を
し
て
い
る
方
に
は
、
地
区
の

母
子
福
祉
推
進
員
が
申
請
書
を
お

持
ち
し
ま
す
。
〈
た
だ
し
、
２
月

末
日
ま
で
に
申
摘
書
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
じ

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
児
童
家
庭
係
賓
妬
）
１
１

１
１
内
線
３
４
７

ト升献血にご協力をｰー

伝日時2月27日(木)午前9時30分

から午後3時30分（ただし、正午か

ら午後1時までを除く）

し場所市役所本庁正面玄関前

似問い合わせ厚生課丑(85)1111

あび れあれ
↓
」

一
」

好
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
廻

日
（
日
）
、
「
新
春
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
、
湖
北
台
中
学
校

を
中
心
と
す
る
コ
ー
ス
で
、

１
２
１
４
人
が
参
加
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
優

勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

か
じ
土

＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
：
・
加
島

直
人
・
友
購
（
湖
北
台
西
小
）

＊
小
学
５
年
男
子
の
部
…
小

「
一
一
一 １

２
１
４
人
が
健
脚
を
競
う

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

う（第21回鳥の博物館企画展
剛
胴

『ペﾝギﾝⅡを好評開催中

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
幻
回
企

画
展
「
ペ
ン
ギ
ン
」
Ｉ
ペ
ン
ギ
ン

の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
Ｉ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

背
の
高
さ
が
１
５
０
皿
体
重

帥
蛇
の
ジ
ア
イ
ア
ン
ト
ペ
ン
ギ
ン

の
模
型
や
般
古
の
ペ
ン
ギ
ン
と
考

え
ら
れ
る
プ
ロ
ト
ペ
ン
ギ
ン
の
復

原
画
を
は
じ
め
、
オ
タ
ゴ
博
物
館

に
お
け
る
ペ
ン
ギ
ン
化
石
の
展
示

紹
介
な
ど
、
ペ
ン
ギ
ン
の
ル
ー
ツ

に
せ
ま
る
資
料
を
盛
り
だ
く
さ
ん

展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ン
ギ
ン
と
体
重
比
べ

背
比
べ
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
パ

ソ
コ
ン
で
楽
し
め
る
ペ
ン
ギ
ン
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
図
鑑
な
ど
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
家
族
・
友
だ
ち

同
士
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
展
示
期
間
５
月
溺
日
（
日
）
ま

で▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
烏
の
博

物
館
壷
〈
露
）
２
２
１
２

川
大
輔
（
第
四
小
）
＊
同
女
子

の
部
…
松
島
和
子
（
第
三
小
）

の
ぞ
む

＊
小
学
６
年
男
子
の
部
…
菊
地
望

（
第
四
小
）
＊
同
女
子
の
部
…

山
下
佳
奈
子
（
湖
北
台
東
小
）

み
ｓ

＊
中
学
１
年
男
子
の
部
…
小
山
幹

北夫
（
我
孫
子
中
）
＊
中
学
男
子

の
部
：
高
橘
裕
介
（
我
孫
子
中
）

＊
同
女
子
の
部
…
平
澤
さ
や
か

（
白
山
中
）
＊
一
般
男
子
（
、

い
）
の
部
：
・
栗
原
耕
次
（
早
大
陸

上
同
好
会
）
＊
同
女
子
の
部
…

久
保
田
良
子
＊
一
般
男
子
〈
５

じ
ん

町
）
の
部
…
平
輝
仁
（
ア
イ
ル
ウし

ん

イ
ン
ズ
）
＊
同
女
子
の
部
…
進

Ｌ士
京
子
＊
壮
年
男
子
（
５
町
）

ま
ぎ
る

の
部
・
・
右
川
礎
（
我
孫
子
市
役
所
）

＊
同
女
子
の
部
・
・
福
本
ま
ゆ
み

（
敬
称
略
）’

日時

場所

2月23日（日）午前10時か

ら午後4時(入場無料）

保雌センター
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我孫子市職員の給与等の実態を市民のみなさんにご理解いただくため、次の

とおり公表します。市職員の給与等は、「地方自治法」、「地方公務員法」に

基づいて制定した「我孫子市一般職の職員の給与に関する条例」や「我孫子市
特別職の給与等に関する条例」およびその他の給与条例・規則によって支給さ
れています。

し問い合わせ人事課給与係云(85)1111内線209

⑨人件費の状況(普通会計決算）

句

〃

人件費には、一般職貝の給与、特別職の給料・報酬、共済組合負担金等が含まれています。
実磁収支＝歳入総額一(歳出総額十翌年度へ繰り越すべき財源）

(注）1

2

②一般職員給与費の状況(普通会計当初予算）

(注）職員手当には、退職手当が含まれません

③職員の平均給料月額｡平均給与月額および平均年齢の状況(平成8年4月1日現在）

’’
１
１ ④職員の初任給の状況(平成8年4月1日現在）

’

官

⑨特別職の報酬等の状況(平成8年4月1日現在）

⑥職員の学歴別。経験年数別平均給料月額の状況(平成8年4月1日現在）

’’

’
１
１

…一

’

’ ’

(注）経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務している場合には採用後の年
数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をい
います。

⑩職員定員の状況
(1)部門別職員数の状況（各年とも4月1日現在）

’⑥一般行政職の級別職員 (平成8年4月1日現在）

’
’’

(注）1
2

標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
職員数は、我孫子市一般職職員給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。

⑦昇給期間短縮の状況

’’

’
(注)城員数は一般職に属する恥員数であり、地方公務員の身分を保有する休職渚、派巡城貝などを含み、

臨時または非'撒勤職員を除いたものです。

(2)平成8年の職員数の増減状況

｜

I

(注）1
2

職員数(A)は、各年度の採用職員（企業職蝋員を除く）を加えたものです。
昇給期間の短縮については、国の制度に準拠し、3月短縮を実施しています。

⑧職員手当の状況(平成8年4月1日現在）

’
一
一

’ ’

」
L

＝＝

ラー市職員の給与等署公表く 住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退
職
手
当

借家の場合

自宅居住者

電車・バス
の利用者

乗用車等
の利用者

(支給期）
6月期

12月期
3月期

計

職制上の段階､職務の
等級による加蹴擶髄

(支給率）
勤続20年

勤続25年
勤 続 3 5 年
妓高限度額

その他の
加算措置

退職時
特別昇給

※退職手当については､千葉県市町村総合勤嚇組合の退城手当条例で支給率が定められています。

家貫11,000円を超える場合家賀に応

じて28,000円を限度に支給

住居所持者で、かつ主たる生計維持者

9,000円
上記以外の者4,400円

定期代(1月)40,000円までは全額支給。
それを超える部分は半額を加算(5,000
円を限度）

通勤距離に応じ4,400円～24,750円を
支給

(平成7年度支給割合）
(期末手当）（勤勉手当）

鋸
蝿
一
蝿

０
０
１

分
分
分
分

月
月
月
月

６
９
５
０

１
１
０
４

有

(勧奨・定年）
34.65月分
44.55月分
62.70月分
62.70月分

(自己都合）
､00月分

分
分
分

月
月
月

５
０
０

７
５
０

申
。

21

33

47

60

定年時早期退職特別措置
(2％～20％の加算）

勧奨・定年退職者2号給

家黄12,000円を超える場合家貫に応
じて27’000円を限度に支給

1,()00円

(新築取得後5年間は2,500円）

泡U1代(1月)40,000円までは全額支給。
それを超える部分は半額を加算(5,000
円を限度）

通勤距離に応じ2,000円～20,900円を
支給

(平成7年度支給割合）
(期末手当）（勤勉手当）

”
”
一
”

６
６
２

●
●
●

０
０
１

分
分
分
分

月
月
月
月

６
９
５
０

●
●
ｑ
■

１
１
０
４

有

(自己都合）（勧奨・定年）
21

33

47

60

分
分
分
分

月
月
月
月

５
０
０
０

７
５
０
０

８
５
７
７

香
号
。
■

８
４
２
２

２
４
６
６

分
分
分
分

月
月
月
月

０
５
０
０

０
７
５
０

●
。
■
由

定年時早期退職特別措置
(2％～20％の加算）

1号俸

区分

平成
7年度

住民基本
台帳人口

(平成8.3.31現在〉

124,892人

歳出額
(A）

千円

27,047,165

実質収支

千Iq

576,948

人件費
(B）

千1.り

9,007,548

人件費率
(B／A）

33.3％

平成6年度

の人件費率

32.8％

区分

平成
8年度

職員数
（A）

1,004人

給与費

給料

千円

4,110,497

職員手当

千I剛

1,140,072

期末･勤勉手当

千円

2,133,618

計（B）
千円

7,384,187

1人当たり給
与鷲(B／A）

7,355

千111

調
整
手
当

特
殊
勤
務
手
当
（
癖
誕
露
年
）

時
間
外
勤
務
手
当

支給対象1賊員数

支給率

国の制度

靴員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

平成6年度
(決算）

平成7年度

(決算）

支給額の多い手当

多くの職貝に支給
されてい る手当

支給総額

職員1人当たり支給fi

支給総

職員1人当たり支給年額

間

、

1,079人

給料、扶誕手当、管理職手当の合計額の10％

有（3％～12％）

38.7％

57,159円

31種類

理学療法士手当、年末年始勤務手当、言語派法
士手当

夜間肋務手当、消掃作業手当、保育手当、技術

職貝手当、税務手当、施設勤務手当

230,340千円

233千円

349,240千円

338千円

区分

我孫子市

一般行政職

平均給料月額

339,740円

平均給与月額

444,741円

平均年齢

40.2歳

技能労務職

平均給料月額

326,099円

平均給与月額

396,065円

平均年齢

44.7歳

区分

一般行政職
大学卒

高校卒

我孫子市

初任給

182.500円

153,100円

採用
後の

193.900円

169,000円

国

初任給

I種180,500円
II種169,000円

137,900円

Ｊ
名
１

196,100円
182,500円

147,400円

判2年経過
乃給料月額

区分

市長

助役

収入役

給料の月額
(平成8舸月lH通1M）

840,000円

730,000円

665,000円

区分

議長

副議長

議員

報酬の月額
(平成4年咽lⅡ副I）

495,000円

445,000円

410,000円

期末手当
(平成7年皮支給割合）

6月期2．2月分
12月期2．5月分
3月期0．5月分

計5.2月分

区分

一般行政職

技能労務職

大学卒

高校卒

高校卒

経験年数10年

245,600円

211,800円

211,800円

経験年数15年

289,500円

254,200円

252,400円

経験年数20年

336,500円

300.900円

292,100円

区分

部門

一
般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

普通会計計

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合計

談会
総務
税務
民生
術生
腱林水産
商工
土木

小計

教育
消防

ﾉl、計

水道

下水道
そ の 他

小 計

職 員数

平成6年

10

162

48

196

118

14

6

126

680

174

134

308

988

38

21

22

81

1，069

平成7年

０
３
９
１
２
５
５
５

１
６
４
９
２
１
２

１
１
１
１
680

176

134

310

990

38

21

22

81

1，071

平成8年

10

163

49

193

126

15

5

125

686

176

138

314

1，000

38

21

20

79

1，079

対前年増減数

U〃シ剰曹I

０
１
０
６
１
１
０
０

十
十
＋
＋

＋9

２
４

一
十

＋2

＋11

０
０

－1

－1

＋10

平成7年

０
１
１
５
４
１
１
１

＋
＋
一
十
十
一
一

0

＋2

0

＋2

＋2

０
０
０

0

＋2

平成8年

０
０
０
２
４
０
０
０

一
室

‐
可
０
可

＋6

0

＋4

＋4

＋10

０
０

－2

－2

＋8

区分

標準的な職務内容

職員数

椛成比

参
考

1年前の織成比

5年前の椛成比

1級

主事補

14人

2.5％

3.3％

4.0％

2級

主事

70人

12.3％

11.9％

16.7％

3 級

主任主事

95人

16.7％

187％

26.7％

4級

主任

131人

23.0％

24.0％

18.2％

5級

係長

153人

26.9％

24.8％

20.3％

6級

課長補佐

43人

7.6％

68％

4.0％

7級

課長

35人

6.1％

6.3％

60％

8級

部長

28人

4.9％

4.2％

41％

Ｃ

Ｄ

■

９

日

日

日

一
二
両
Ⅷ

569人

100％

100％

100％

区 分

平成

6年度

平成

7年度

職員数（A）

普通昇給期間(12～24月)を短
縮して昇給した職員数（B）

比率（B／A）

職員数（A）

普通昇給期間(12～24月)を短
縮して昇給した職員数（B）

比率（B／A）

合計

1,069人

394人

36.9％

1,071人

71人

6.6％

代表的な職種

一般行政職

680人

351人

516％

680人

54人

7.9％

技能労務職

193人

43人

22.3％

190人

17人

8.9％

部門

一
般
行
政
部
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

識会
総務
税務
民生
術生
艇林水産
商工
土木

教育

消防

水道

下水道

その他

増員数

０
１
０
４
７
０
０
５

６
４

０
０
０

減員数

０
１
０
２
３
０
０
５

６
０

０
０
２

差引

０
０
０
２
４
０
０
０

＋
十

0

＋4

０
０

－2

主な増減理由

住民票自動発行機靭入にJ:る減、防災対蛾推進による地

業務見直しによる減、福祉計画推巡によるj的

業務見直しによる減、保他醐蹄の専門職の期

業務の統廃合による減、最観形成推進等によるjM

業務の縮小による減、！I'学校給食I)M股によるjW

業務態勢の強化による期

菜務の見世しによる減

区 分

扶
養
手
当

配偶者

配偶者以外
の扶養親族

我孫子市

16,000円

2人目まで
3人目から
16歳～22歳の子
配偶者なしの場合
母・父子家庭の場合

1人5,500円
1人2,000円

1人2,500円加算
1人11,000円
1人16‘000円

国

16,000円

2人目まで1人5,500円
3人目から1人2,000円
16歳～22歳の子1人2,500円加郷
配偶者なしの場合1人11，000円
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る
と
知
り
、
「
税
金
と
い
う
名
の

応
援
」
と
い
う
作
文
を
譜
い
た
。

作
文
は
夏
休
み
の
宿
題
だ
っ
た
。

「
は
じ
め
は
病
気
の
こ
と
を
響
く

療
制
度
も
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い

受 中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
「
税
に

の
に
抵
抗
が
あ
り
、
税
金
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
調
べ
ま
し
た
。
で
も

を
突
破
し
て
、
見
事
、
国
税
庁
長

３
年
生
の
中
村
美
由
希
さ
ん
。

宮
武
に
輝
い

か
ら
入
選
作
は
釦
編
と
い
う
難
関

応
募
総
数
詔
万
３
４
２
４
編
の
中

つ
い
て
の
作
文
」
コ
ン

｢竺鵠］、、乳幼児のいるご家庭では５
歳
の
時
か
ら
腎
臓
病
治
療
を

け
、
自
分
の
体
験
を
通
し
て
医

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

隠
鑑
剛
税
金
ど
い
う
名
の
応
援

た
の
が
湖
北
中
学
校

パﾜーブﾗｼ式掃除機の事故にご注意をク
ー
ル
で b

き
ゅ
う
じ
ん

吸
塵
性
能
を
高
め
る
た
め
吸
い

込
み
ロ
に
モ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け

た
パ
ワ
ー
ブ
ラ
シ
式
掃
除
機
が
、

電
気
掃
除
機
の
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
掃
除
機
の

回
転
ブ
ラ
シ
と
吸
い
込
み
口
の
間

に
、
乳
幼
児
が
指
を
は
さ
ま
れ
て

ケ
ガ
を
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
プ
ラ
シ
は
取
り
扱
い
方

を
誤
る
と
非
常
に
危
険
で
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
お
話
を
し
ま
す
。

〈
事
故
例
と
原
因
〉

パ
ワ
ー
ブ
ラ
シ
の
回
転
数
は
毎

■■■■■■

や
は
り
私
自
身
の
こ
と
と
結
び
つ

け
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
」

こ
う
し
て
悩
ん
だ
末
、
「
将
来
、

私
は
、
自
分
が
税
金
に
よ
っ
て
励

ま
さ
れ
た
よ
う
に
、
困
っ
て
い
る

人
、
助
け
の
必
要
な
人
、
が
ん
ば

っ
て
い
る
人
、
そ
し
て
自
分
自
身

を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
税
金
と

い
う
名
の
応
援
を
。
」
と
い
う
結

胃
■
？
１
８
９
日
■

分
５
０
０
０
回
転
と
か
な
り
速
く
、

ま
た
、
回
転
ブ
ラ
シ
と
吸
い
込
み

口
と
の
す
き
間
も
中
央
部
で
約
過

ミ
リ
あ
る
た
め
、
乳
幼
児
が
パ
ワ

ー
ブ
ラ
シ
に
誤
っ
て
指
を
触
れ
る

と
、
巻
き
込
ま
れ
て
骨
が
露
出
す

る
ほ
ど
の
大
き
な
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。

〈
事
故
防
止
策
〉

喰
新
の
パ
ワ
ー
ブ
ラ
シ
は
、
吸

い
込
み
口
を
持
ち
上
げ
た
り
婆
返

し
た
り
す
る
と
、
プ
ラ
ン
の
回
転

が
停
止
す
る
ス
ト
ッ
パ
ー
が
取
り

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
全
機
種
に
装
備
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
故
は

い
ず
れ
も
ス
ト
ッ
パ
ー
の
付
い
て

い
な
い
機
種
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
掃

除
機
か
ら
離
れ
る
と
き
は
遜
源
プ

ラ
グ
を
抜
く
な
ど
、
安
全
面
に
は

十
分
注
意
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
査
弱
）
１
１
１
１

ぴ
の
こ
と
ば
で
完
成
さ
せ
た
。

「
苦
労
し
て
書
い
た
だ
け
に
受

賞
し
た
喜
び
は
、
人
一
倍
大
き
か

っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

ま
た
同
じ
時
期
に
譜
い
た
「
再

利
用
」
と
い
う
作
文
は
、
千
葉
県

主
催
の
「
査
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
す
る
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
鐙
優
秀
賞
を
受
武
。
担
任
の
松

｢税についての作文｣コンク
ールで国税庁長官賞を受賞
なかむらみゆき

中村美由希さん
（新木野）

川
先
生
は
「
ど
ち
ら
も
理
性
的

な
思
考
力
と
、
情
緒
的
な
豊
か

さ
を
兼
ね
備
え
た
中
村
さ
ん
の

人
柄
が
表
れ
た
内
容
」
と
い
う
。

幼
い
頃
か
ら
本
が
大
好
き
で
、

最
近
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
や

ち
ゅ
う
や

中
原
中
也
を
愛
読
し
て
い
る
と

い
う
、
近
ご
ろ
に
は
珍
し
い
文

学
少
女
。
音
楽
も
好
き
で
部

活
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
。
昨
年

の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

指
揮
を
つ
と
め
、
「
ク
ラ
ス
が

ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
歌
い
上

げ
ら
れ
た
こ
と
は
中
学
校
生
活

一
番
の
思
い
出
で
す
」
。

将
来
の
夢
は
「
文
章
を
書
く

こ
と
を
生
か
せ
る
職
業
に
進
み

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
る
。 自

転
車
防
犯
登
録
は
、
替
察
に

自
転
車
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
を

登
録
し
、
自
転
車
に
一
連
番
号
の

付
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、

す
べ
て
の
自
転
車
を
管
理
す
る
制

度
で
す
。

／

(2月'7日(月)から3月'7日(月)まで）

所得税の確定申告、

市。県民税の申告は

正しくお早めに

宮
転
軍
を
お
持
ち
の

2月17日(月)から3月17日(月)ま

／

皀
錘
軍
防
犯
簑
録
な

ノ

》
湖
北
台
東
小
学
校
創
立
、

》
周
年
（
昭
和
鉦
年
度
）
を
記

》
念
し
て
、
当
時
在
籍
し
て
い

》
た
児
童
・
教
職
員
が
加
年
後

謝
喧
鯛
蝿
蕊
』
雛

や
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
所

一
明
等
で
返
送
さ
れ
て
い
る
も

が
変
わ
っ
た
り
、
転
居
先
不

や
の
が
あ
り
ま
す
。
転
送
希
望

一
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

》
▼
問
い
合
わ
せ
湖
北
台
東

》
小
学
校
創
立
加
周
年
記
念
行

一
事
実
行
委
員
会
壷
（
師
）
２
９

》
５
１

H倖や÷幸萄陰や÷÷÷矧悔や司牌÷…

万
一
、
自
転
車
が
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
で
も
、
自
転
車
が
発
見
さ

れ
れ
ば
す
ぐ
に
所
有
者
が
判
明
し

て
、
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
は
、
市
内
の
自
転
車
商
協

同
組
合
加
盟
店
で
受
け
付
け
て
い

、
＃
§
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
識

２
月
Ⅳ
日
（
月
）
か
ら
所
得
税
の

確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告

が
始
ま
り
ま
す
。
税
金
は
、
私
た

ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み

良
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
最
も

亜
要
な
財
源
で
す
。
正
し
い
申
告

と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
会
場
は
、
期
限
近

く
な
る
と
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

▼
申
告
会
場
＊
柏
税
務
署
（
一

般
、
還
付
、
分
離
、
青
色
、
過
年

湖北台東小学校

創立10周年ﾒﾓﾘ

ｱﾙ‘ﾚﾀー 搬函

》
い

■
『 I伊零 ﾛb鐸 ■B

r■ や や辛口幸や幸一幸q俸弓怜幸傘到…÷÷零 争幸や隼一や÷●幸等

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
史
査
料
．

み
の
る

近
現
代
篇
別
冊
「
増
田
寅
日
記
Ｉ
」

（
写
真
、
Ａ
５
判
３
４
４
頁
）
を

刊
行
し
ま
し
た
。

増
田
寅
日
記
は
、
明
治
鑓
年
印

旛
郡
大
森
町
遜
赫
（
現
印
西
市
）

に
生
ま
れ
た
武
藤
寅
（
旧
姓
）
が
、

家
業
の
農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

大
正
５
年
か
ら
昭
和
弘
年
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
、
日
々
の
生
活
の

ま
す
の
で
、
自
転
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

▼
登
録
料
１
台
５
０
０
円
（
消

識
税
込
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
壷
（
蓮
１
１
１
１

度
申
告
等
申
告
全
般
）
＊
市

民
会
館
等
（
還
付
申
告
や
簡
易

な
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
）

※
申
告
内
容
等
詳
し
く
は
、
広

報
あ
び
こ
２
月
１
日
号
の
申
告

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
期
間
・
２
月
面
日
（
月
）

か
ら
３
月
〃
日
（
月
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
＊
所
得
税
…

柏
税
務
署
壷
（
妬
）
２
３
２
１

＊
市
。
県
民
税
…
市
役
所
課
税

課
云
（
顕
）
１
１
１
１

市
史
資
料
・
近
現
代
篇
別
冊

「
増
田
實
日
記
Ｉ
』
を
刊
行

■■■■■■■
Ｒ
●
。
§
“
御
暇
壱
”
鉛
”
”
″
池

Ｅ
０
ｑ
Ｃ
▲
Ｇ
０
Ｑ
Ｏ
Ｉ
■
■
ロ
“

埼
宙
心
へ
⑧
に
，

１
１

～
～

／

中
で
身
近
に
起
き
た
出
来
事
座

び
ぼ
う

事
、
行
動
備
忘
、
見
鮒
等
）
や

感
想
な
ど
を
日
記
に
克
明
に
書
き

つ
づ
っ
た
も
の
で
、
我
孫
子
市
や

北
総
地
域
の
近
現
代
に
お
け
る
農

村
史
、
挫
業
史
、
家
族
史
を
研
究

す
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
蛍
重
な

査
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
刊
行
の
「
増
田
資
日
記
Ｉ
」

は
、
大
正
５
年
（
Ⅳ
歳
）
か
ら
湖

北
村
日
秀
（
現
我
孫
子
市
）
の
増

田
家
に
婿
養
子
に
入
っ
た
大
正
９

年
重
歳
）
ま
で
の
日
記
を
、
全

文
収
録
し
て
い
ま
す
。

市
の
歴
史
を
学
ぶ
う
え
で
も
、

黄
重
な
１
冊
。
ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ

さ
い
。

▼
定
価
１
７
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
市

史
編
さ
ん
室
垂
（
錘
１
１
５
１

あ
、
」

い
働
乢
、

？
し

寄
生
し
、

ま
し
た
。

雄
株
が
あ

と
丸
い
果

株
だ
と
分ふ

た

を
通
り
か
か
る
と
、
道
路
わ
き
の

太
い
エ
ノ
キ
の
枝
に
ヤ
ド
リ
ギ
が

（ （市民プラザの催し ＊ 枝
は
二
股
に
分
か
れ

一
月
に
中
峠
の
長
光
院
の
そ

緑
の
茂
み
が
で
き
て
い

ヤ
ド
リ
ギ
に
は
雌
株
と

り
ま
す
が
、
よ
く
見
る

実
も
つ
い
て
い
て
、
雌

か
り
ま
し
た
。

ま
た

な
か
び
よ
う第9回ﾛヒー ﾆーﾙｻー ﾄ ヤドリギ t

(やどりぎ科）日時：3月1日(土)午後5時30分開演 準
も
二 Iま 戸

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
市
内
の
若
手
音
楽
家
に

よ
る
入
場
券
の
い
ら
な
い
オ
ー
プ

ン
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
第
９
回

「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。

若
い
才
能
を
皆
さ
ん
で
支
援
す

る
と
と
も
に
、
土
醗
の
午
後
の
く

つ
ろ
い
だ
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
１
日
（
土
）
、
開
演

．
：
午
後
５
時
釦
分
（
入
場
無
料
）

み
き
う

▼
出
演
＊
谷
井
琴
子
（
箏
）

い
わ
た
て

＊
岩
立
美
佐
子
（
壷
＊
海
老
原

邦
江
（
箏
）
・
小
宮
香
奈
江
（
ソ

プ
ラ
ノ
）

▼
演
奏
曲
目
①
巻
す
ら
い
②
識

歌
③
花
二
題
ほ
か

※
曲
目
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
壷

（
銅
）
２
１
１
１

し
ま
す
。
受
粉
し
た
雌
花
か
ら

は
、
ま
ん
丸
で
、
ね
ば
ね
ば
し

た
液
を
含
む
果
実
が
で
き
、
秋

に
な
る
と
淡
黄
色
に
熟
し
ま
す
。

ふ
ん

一
易
果
実
を
食
べ
た
野
鳥
の
滋

も
粘
り
気
が
あ
り
、
誕
が
木
の

幹
や
枝
に
付
蒲
す
る
と
誕
中
の

や
ど
ぬ
し

種
子
が
発
芽
し
て
宿
主
と
な

る
木
の
幹
や
枝
の
中
に
寄
生
根

を
差
し
込
み
ま
す
。

そ
し
て
宿
主
の
道
管
か
ら
水

分
や
無
機
韮
分
を
吸
収
し
ま
す

が
、
ヤ
ド
リ
ギ
自
体
も
葉
緑
素

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
光
合

成
に
よ
り
有
機
養
分
を
作
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
寄
生
の
仕
方

は
「
半
寄
生
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

枚
ず
つ
対
に
な
っ
て
つ
い
て
い

ま
す
。

花
は
二
・
三
月
頃
に
咲
き
、

虫
が
訪
れ
て
受
粉
の
仲
立
ち
を’ 、
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少資格消費生活専門相談員の資

格を言する50歳までの方で、4月

1日(火)から勤務できる方

修募集人員1名

し職務内容市消費生活センター

で消費生活相談を週2日程度行う

し申し込み・問い合わせ電話で

2月21日(金)午後5時までに市民

寸

〆

きくまこうへい

佐久間皓平〈ん
（湖北台･1歳1か月）

生活課丑(85)1111内線329へ

シ日時3月22日(土)更新･･･午後

仁採用期間・時間4月8日（火）1時から4時、失効…午後1時か

’
から7月25日(金)まで①午前8ら5時30分市では、日本海重油流出事故の

時10分から午後4時55分まで8時し場所井手ロホール被災地福井県（敦賀現地事務所）

間勤務（週2．3日程度）②8し対象平成4年3月15日から平に、廃食油リサイクル粉石けん50
時10分から午後0時10分まで4時成5年3月22日まで有効起算日の0kg､耐油性ゴム手袋700組､資源回
間勤務（週5日）方収袋10 0 0 枚 を 救 援 物 資 と し て 送 り●国･図

し日時2月23日(日)午前10時か伝対象・定員18歳から59歳までし費用更新…1万円、失効…1ました。1

1’ ら午後5時の健康な方、若干名万5000円(訂正は別途5000円必要）惨問い合わせコミュニティ課防
屡曰時3月4日(火)午後1時か

ら3時（参加費無料）

し場所身体障害者福祉センター

※当日は、湖北駅北□から無料送

迎車（12時50分発）を雪了します

ので、ご利用ください。

少内容橦浜市におけるr片マヒ

臼行研究会」の活動

し講師森山志郎（横浜市機能訓

練センターを造るための墓本構想

策定委員）

し問い合わせ身体障害者福祉セ

ンター念(88)0141

|こ用意）に必要事項を明記し、3の7の21小池勇査(82)1015へ之助様（並木）、今井喜美男様
(日秀）、（株)アビコフーズチヤ月5日（水・必着）までに我孫子

レンジヤー我孫子店様、我孫子東

’
ら 4 時 金にと寄付がありました。

▼書道家だち三人展（鳴島静江．
むかい【2斗か しエイ世9

向芳華・津田尚石）様より社会福

陳場所船橋中央公民館

’ と、浜崎光弘様（湖北台）から健

康増進用デジタル式ルームランナ

ー、腹筋運動用ベンチの寄贈があ

りました。

▼我孫子市フォークダンスクラブ

様から市スポーツ振興墓金にと奇

’
シ作品最優秀賞3点、優秀賞9腰定員15名（先着順）

’ 点 、 奨 励 賞 2 1 点伝受講料2000円（3回分、テキ

し日程3月27日(木)から30日し場所手賀沼親水広場「水の館」スト・会場費含む）
1

(日)、集合･･午後1時30分市民体＞期間3月1日(土)から4月9シ申し込み・問い合わせ電話で

育官官TF両玄関前日(水)まで堀口容(84)0245へ

伝場所山形県蔵王温泉スキー場シ問い合わせボスターコンクー

ヶ対象3月現在で小学校3年生ル事務局手賀沼親水広場手賀沼浄 付がありましだ。

化推進班云(84)0555（ただし、毎似練習日時毎週月・木曜日午後以上の子どもとその親

咳定員先着70 名 週 月 曜 日 は 休 館 です）7時から9時

国･回国
世参加費小学生3万5000円、中

学生以上4万2000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、学年､性別、

伝場所湖北台西小学校体育館

し対象20歳以上の方

｜

’

惨会費月額1000円（入会金無料〕
”日曜当審医＝テレホンサービス〃家庭の日

1Ce"休日叙急"診畷日菫怖日裁急雷科診銅(市民会篁肉)9:m~'':3,
”結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00鰯

伝申し込み・問い合わせ電話で

電話番号､ｽｷー 歴､貸しｽｷー 山岳に興味のある方､四季折々 捲由丑(84)4369へ
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希望者は身長と足のサイズを明記の自然を楽しみながら、素晴らし

し、2月28日（金・必着）までにい思い出を一緒につくりませんか。

緑2の3の26渡辺方我孫子市スキ伝対象・定員市内在住・在勤の市では、昔懐かしい手賀沼や市

一連盟事務局盆(82)1730へ50歳までの方、若干名（だだし、内の風景写真を募集しています。

応募言多数の場合は、面談のうえ皆さんから、お寄せいただいだ

決定）写真は、rあのころの手賀沼は」

し曰時2月23日(日)午後1時30伝会費年額7000円（ほかに保険というテーマで、広報で紹介して

分から3時40分（開場…1時）料5000円が必要）います。

少内容第1部ひょっとこ踊桜申し込み・問い合わせ往復ハ昔の思い出の写真から当時の手

り…ひょっとこ睦第2部講演ガキに住所、氏名、年齢、職業、賀沼を振り返ってみませんか。

r三大成人病について」講師.、電話番号を明記し、2月25日(火・伝問い合わせ広報広聴課公(85）
人寺

石井久仁子（我孫子聖ｲー 会病院長）必着）までに青山台4の8の5水1111内線210
命'＆よLみ､易世人しよう

第3部落語…桂扇生（真打）

画国回国
雷淑文a(85)1977へ

伝定員先着100名

朕入場輯無料

し場所・問い合わせ布佐南近隣歩練習日3月2日以降の日曜日

センター冠(89)3740午後1時から3時（全5回、具体◎生産緑地地区変更の縦覧

’ 的な日程は練習場所が確保された伝縦覧期間2月18日(火)から3

後でお知らせします）月4日(火)午前8時30分から午後
I

慢日時2月22日(土)午後2時か

ら4時（開場．．:1時30分）

し場所市民プラザ

し入場料無料

惨出演天王台カルテットほか

（アマチュア演奏家）

少曲目ピアノ四重奏曲ト短調

K478(モーツァルト）、弦楽四

重奏曲作品76－2二短調r五

度_I(ハイトミン）ほか

桜問い合わせ青山台アンサンブ

ルを楽しむ会米山a(84)5753

’
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一

定例教育委員会の開催

し日時2月25日(火)午後1

時30分から

し場所水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総

務課a(85)1151

納税は便利な口座振替を
2月28日(金)は、固定資

産税・都市計画税第4期分

の納付期限です。忘れずに

納めましょう。

なお、口座振替にすると

納め忘れもなく便利ですの

で、ぜひご利用ください。

二峨諦(85)1111内鯏1二

市消費生活相談員

ボート免許更新講習
市 内 小 ・ 中 学 校
臨 時 給 食 調 理 員

福井県に救援物資を援助
平成9年2月1日現在＊人□126,563人(前月比十185人）

*男63,275人＊女63,288人＊世帯数44,199世帯

第4回五十鈴艶歌福祉の、
ためのチャリティカラオケ

身鵬害者剛ｾﾝﾀー 議詮

ｸﾘー ﾝ手賀沼ｽﾀ一展
労災職業病なんでも相談会

｢自己表現を身につける
話し方講座」受講者

親子スキー教室

嬢謬瀦灘露
2月1日から10％の

取水制限が始まりまし

た。皆さん、水を大切

に、使いましょう。

=水道局恐(84)0111＝

正伝勤労者空手道会員

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃ伽ﾝｻー ピｽ固怖)1洲

創立20周年
我孫子登山倶楽部会員
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17月

18火

19水

20木

21金

22土

23⑧

24月

25火

26水

27木

28金

《お･心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15?00

“･市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
唾つつじ荘・西部福祉センター休館

【謬法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〔壽法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
厘夛市民プラザ休館

置診税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

r薮市役所閉庁(－部の施設は除く）

彦日曜当番医＝テレホンサービス
”休日救急歯科診療日=休日烈急歯科診農所(市民会龍内)9:00~11:30

壷心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
踵ﾁ市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
軍市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”水道料金納入期限＝口座振替円

蜜つつじ荘・西部福祉センター休館

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

〃市民ブラザ休館

”国民年金保険料払込期限＝口座振替日

昔懐かしい手賀沼
の 写 真 の 提 供 を

布佐南地区まちづくり協議会
冬のイベント｢ふれあい.パートⅡ」

なぎなた教室参加者
都耐画測縦による鵬

室内楽コンサート

松戸社会保険事務所の
電話番号が変わりました


